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目的 

幅広い年代や多様な立場の町民に、まちづくりに関する特定のテーマについて自由に討議

する機会を提供することにより、まちづくりへの参画意識を醸成し、対話と協働によるまち

づくりの実現に資する。 

 

実施概要 

テーマ「ウィズコロナで考えるこれからの地域のつながり」 

コロナの影響によって感じている不安や困りごと、逆に新しく得た趣味や発見など、身の

回りの暮らしの変化について共有し、コロナ禍でも暮らしを豊かにするための取組について

話し合いました。 

また、コロナ禍で人と人とのつながりが希薄化している中、自治会の役割が問い直されて

いる。今後の地域のつながりのあり方・自治会の役割についても討議しました。 

 

●日   時：令和３年１２月１２日(日) 午前１０時～午後４時３０分 

●場   所：豊山町役場 ２階 会議室１・２ 

●参加者数：２１名（当日欠席１名） 

●スタッフ、参加者 

〇役場事務局 …４名   〇南山大学  …１名 

〇まちサポ  …６名   〇総務課職員 …３名 

●内  容：１.ごあいさつ 

      ２.スタートアップ！ アイスブレイク 

      ３.グループワーク 

テーマ ウィズコロナで考えるこれからの地域のつながり 

         情報提供① コロナ禍における町の現状 

情報提供② 現状の地域のつながり 

ステップ１ コロナで変わったこと 

         ステップ２ 地域のつながりのよさ・つながりを妨げる要因 

         ステップ３ 新しい地域のつながり 

 

●新型コロナウイルス感染症対策 

 ・参加者人数は通例（定員５０名）の半数（定員２４名）で募集 

 ・1時間ごとの換気とアルコール消毒 

 ・会議室テーブル３本の奥行分のソーシャルディスタンス（約２ｍ） 

 ・グループワークの人数を最大５名までとする 

 ・昼食会場は別に設け、パーテーション設置、教室体制での着席による飲食 

 ・手渡し配布のものは最小限（あらかじめ机に置いておくなどの工夫） 

 ・各テーブルへアルコールジェルの設置、マスクの着用義務）  
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討議内容まとめ 

1.町長あいさつ 

全体進行：企画財政課 主事 早稲田陽子 

町長挨拶：鈴木 尚町長 

２. スタートアップ！ 

会議進行：特定非営利活動法人豊山町まちづくりサポーター 

     副理事・事務局長 竹内智恵子 

 

（１） アイスブレイク① 「新聞どれだけ長いかゲーム」 

司会進行：特定非営利活動法人豊山町まちづくりサポーター 

高校３年生 戸田灯某 

高校２年生 飯山遼音 

一人１枚ずつ新聞紙をもち、途中で切れないようなるべく長く新聞をちぎっていく。

制限時間は３０秒。各グループの代表者の新聞の長さを比べ、一番長い人のグループ

が優勝。上位１、２位のグループへ町内店舗の「豊山スイーツ」をプレゼント 

 

３.グループワーク テーマ「ウィズコロナで考えるこれからの地域のつながり」 

情報提供① 「コロナ禍における町の現状」 

担当：企画財政課 主事 早稲田陽子 

コロナ禍における課題→それに対する役場の取組 主に以下の４点として整理 

①医療体制の危機→感染症の拡大防止（ワクチン接種・医療機関への支援 など） 

②経済の停滞→経済的支援（税金免除・子どもの手当金・事業者への支援金 など） 

③オンラインへの転換→デジタル化の推進（イベントや会議のオンライン化 など） 

④地域のつながりの希薄化 → ？ 

⇒④は役場だけでは解決しきれない課題であるため町民討議会議で話し合いたい 

 

情報提供② 「現状の地域のつながり」 

  担当：総務課 係長 森川泰成 

自治会の概要について紹介 

１．自治会とは（２７地区あること、会費の年額、町からの自治振興費の金額など） 

２．主な活動内容 

３．自治会と町との関係 

４．現状と課題（地区ごとの加入率の紹介、自治会加入率低下の現状と要因） 

５．先進自治体の事例 

６．グループワークに向けて 
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 グループワーク 

ステップ１ 

 

○コロナで変わったこと 

コロナ禍で社会が様変わりしました。 

とくに人とのつながり方には大きな変化が現れました。 

ご自分の身の回りで、「友達・親戚」「学校・職場」「隣近所・町内」との人

とのつながり方について、いい変化・悪い変化、小さな変化・大きな変化も含

めて、まずはできるだけたくさん出してください。 

良い・悪いなどの評価ができるレベルまで具体的に書いたほうがこの後を

進めやすいです。×「イベントがなくなった」→「○○祭りがなくなった」 

 

ステップ２ 

 

○地域のつながりのよさ・つながりを妨げる要因 

地域のつながりがあってよいこと、つながりを妨げる要因について、①～⑤

の立場で考えて書き出してください。 

 ① ご自分の立場 

 ② もし、あなたが豊山町に新しく暮らし始めた住民だったら・・・ 

 ③ もし、あなたが日本語が苦手な外国人だったら・・ 

 ④ もし、あなたが高校生や大学生だったら・・・ 

 ⑤ もし、あなたが○○だったら・・・ 

※⑤のテーマはお題シートの中からグループで選んでください 

 

ステップ３ 

 

○新しい地域のつながり 

地域のつながりの希薄化を改善するため、新しいつながりのアイデアを考

えてください。 

３－１ 「こうだったらいいな！」と思う理想の地域コミュニティについて意

見を出し合いアイデアをふくらませてください。 

３－２ 理想の地域コミュニティを実現させるための具体的なアイデアにつ

いて話し合い、発表用ワークシートにまとめてください。 

「コロナ禍で改めて必要と感じた活動」 

「コロナ禍を踏まえた新しい活動（オンライン会議やＳＮＳの活用など）」 

「こうしたらもっと地域がつながりやすくなるアイデア」 

 

 

途中昼食後：アイスブレイク② 「コピー用紙どれだけ高いかゲーム」 

グループごとにＡ４サイズのコピー用紙２０枚、ハサミ１本を配布する。 

コピー用紙をどれだけ高く積めるかグループで競う。 

用紙の折る・切るは自由。用紙以外で支えるのはＮＧ。制限時間は５分。 

一番高くコピー用紙を積むことができたグループが優勝。    

上位１、２位のグループへ町内店舗の「豊山スイーツ」をプレゼント 
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【ステップ１・２・３－１ ワークシート】 

 

〇グループＡ 
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〇グループＢ 
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〇グループＣ 
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〇グループＤ 

 

 



15 

 

 

  



16 

 

 

  



17 

 

 



18 

 

〇グループＥ 
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アイデア発表  

投票方法 どのグループのアイデアがよいか１人２票ずつシールで投票 

 

発表シートデータ シール投票結果まとめ 

Ａ 

（８
票
） 

 

アイデア名 誰もがわかりやすい自治会費 

目的・目標 各自治会費の運用方法の開示 

推しポイント 自治会活動の可視化！ 

具体的な内容 

 

いつ…年度末 

どこで…役場で 

誰が…会長と会計 

どのように…１年間の収支と活動内容をまとめたもの 

どんな方法で…広報とよやまととよやまチャンネルに載せてもらう 
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Ｂ 

（５
票
） 

 

アイデア名 自治会はメリットあるよ 

目的・目標 弱者への見守りができる 

推しポイント 

 

体が不自由な人、転入者、外国人、シングルマザー・ファーザーへの 

見守りができる。 

具体的な内容 

 

１、地区内全員対象の交流会を開く、互いに知り合う。 

２、あいさつをきっかけに交流始める。 

３、困っている人を、助けてくれる人へつなぐ。 

４、自治会費は無料にします。 
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Ｃ 

（１
０
票
） 

 

アイデア名 みんなで生きるまちづくり 

目的・目標 高齢者も子供もひとりにしないコミュニティを目指す 

推しポイント 地域全体で高齢者も子供も守る！！ 

具体的な内容 ①「命のバトン」システム 

・高齢者自身が本人情報（名前、住所、連絡先、家族、服薬歴、受診歴）

を予め記載→所定の場所に設置 →有事の際に用紙を一緒に携帯 

②「みんなでご飯」システム 

・各自治会が、公民館で実施 

・シルバー世代が待機児童に料理をふるまう 

シルバー世代：やりがい、コミュニケーション 

 児童：孤独にならなくてすむ 

→地域全体で高齢者も子供も守る！！ 
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Ｄ 

（１
２
票
） 

 

アイデア名 町民ファースト １ 

目的・目標 ・自治会にメリットを感じて参加率をあげる 

・みんなが加入したくなってしまう 

・豊山に住んでよかったと思える 

推しポイント 

 

・絶対的なお得感！！ 

・いつでもどこでもだれでも気軽に参加 

具体的な内容 

 

〇全自治会でのルールを統一する 

 見える化 ルールブックなど（手続き、会費） 

 

〇誰でも参加できるコミュニティ活動の開催 

・体験型イベントの参加 

・趣味が同じ人とのコミュニティ 

 →特技を活かせる活動＝誰でも先生 

・子どもも楽しめる（くうかん鳥）活動 

 

〇町民パスポートの発行（自治会員のみ） 

・豊山のお店で使うと、特典いっぱい！ 

・自治会員のみイベント（プール貸し切り） 

・ポイントがたまる！（商工会とタイアップ） 

 

〇豊山の魅力を発信 

・ＳＮＳの活用、パンフレット 

・ＬＩＮＥスタンプ無料、Ｗｉｆｉ無料（会員のみ） 

 

豊山に住んでるメリット・お得感をいつも感じる 
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Ｅ 

（７
票
） 

 

アイデア名 住みやすい街づくりと経済支援 

目的・目標 自治会の再構築 

推しポイント 

 

誰でもわかる！！ 

具体的な内容 

 

テーマ 

 子ども・高齢・外国人・障害者 

 誰でもわかるイラスト看板が増える町づくり 

 ※イラストも障害者に書いてもらい文化にしていく 

 

〇やりたい企画 

①役場・学校の印刷物をイラストにし誰にでもわかるものに変更 

②老人と子供がふれあう時間を学校で作る 

 →伝統・昔のあそびなどを教える 

③豊山町にある企業商品を使用した 

 災害セット（食品など）を自治会員にくばる 

④ノミニティー 

 豊山町の飲食店救済活動 

 月に１～２回 自治会員で飲みに行こう 
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